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自治体や民間の技術者によるRC造建築物の外壁劣化調査等における省力化や精度向上に貢献。

環境地質本部 地質研究所建築研究本部 北方建築総合研究所

AIを用いたRC造建築物外壁劣化調査システムの開発

背 景

成 果

期待される効果

重点研究 

・老朽化したRC造建築物の数が増大、改修・建替での劣化調査の負担増
・従来の調査手法では作業労力や調査の正確性等が課題。

１ ２ ３外壁劣化検出AIの開発

協力試験場：産業技術環境研究本部工業試験場
共同研究機関（協力機関）：株式会社コンステック（北海道建設部）

調査支援ソフトウェアの開発 システム有効性の検証

写真から各種劣化を精度良く検出

AIを用いた外壁劣化の検出事例

「作業時間」
約87％低減

35.4時間

4.5時間

※RC造：鉄筋コンクリート造

「検出改善率」
約67％向上

【作業時間】

作業時間を大幅低減・検出精度を大幅向上
（４階建・延床面積：25,297㎡の場合）

【検出精度】※評価指標F値で表示

ひび割れ

白華

目地

水跡

ひび割れ

欠損

欠損

鉄筋露出

検出例① 検出例② 検出例③

目地

目地

劣化図面

ひび割れ：長さ,幅
はがれ：面積
欠損：面積

鉄筋露出：面積

③AI劣化検出・編集 劣化数量表
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問い合わせ先：北方建築総合研究所 建築研究本部 企画調整部企画課 電話：0166-66-4218


